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令和６年度諫早市一般廃棄物処理実施計画 
 

Ⅰ 目的 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号）第６条第１項に基づ

き、令和６年度諫早市一般廃棄物処理実施計画を次のとおり定める。 

 

Ⅱ 計画期間 令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで 

 

Ⅲ 計画区域 諫早市全域 

 

Ⅳ 一般廃棄物処理に関する計画 

 １ ごみ 

１） 発生量の見込み 

種    類 発生量（ｔ） 

総ごみ量 48,960 

 収集ごみ 23,433 

  もやすごみ、束ねるごみ（可燃物） 21,194 

 金属（粗大、束ねる、その他） 459 

 空きかん 241 

 空きびん 232 

 有害（蛍光管、電池） 43 

 瓦・陶磁器 802 

 ペットボトル 297 

 生ごみ(給食残渣含) 165 

直接搬入ごみ 21,486 

  もやすごみ 21,241 

 もえないごみ 99 

 土砂類 146 

集団回収量 2,860 

  紙類 2,845 

 金属類 － 

 布類 15 

 びん類 － 

ストックハウス 1,181 

  紙類 1,181 
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２） 中間処理量の見込み 

施設名 処理方法 ごみの種類   処理量（ｔ） 

県央県南クリーン 

センター 

 42,704 

ガス化改質 もやすごみ、束ねるごみ（可燃物） 21,234 

直接搬入もやすごみ 21,241 

処理後可燃物 229 

不燃物 

再生センター 

 1,435 

圧縮・選別 金属（粗大、束ねる、その他） 
有害ごみ（有害物） 372 

空きかん 241 

空きびん 232 

瓦・陶磁器 590 

森山資源リサイ 

クルセンター 

 125 

堆肥化 生ごみ 125 

再生業者  4,338 

分別・保管 ペットボトル 297 

資源物 4,041 

 ※ここでは、中間処理量として各処理施設への搬入量を示す。 

 

３） 最終処分量の見込み 

施設名 ごみの種類 処分量（ｔ） 

諫早市一般廃棄物最終処分場 948 

 瓦・陶磁器 590 

土砂類 146 

処理後不燃物残渣 212 

 

２ し尿及び浄化槽汚泥に関する計画 

 収集量及び処理量の見込み 

区  分 収集量（kℓ） 処理量（kℓ） 

総収集量 33,979 33,979 

 し尿 17,291 18,743 

浄化槽汚泥 16,688 17,363 

※処理量を超える量については、諫早中央浄化センターで処理する。 
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３ 収集・運搬計画 

１）ごみ収集形態  

家庭系ごみの収集運搬は委託業者で行う。事業系ごみは、事業者自ら行うか又は許可

業者によって行う。 

 

２） 分別区分・収集頻度等 

分別区分 収集頻度 収集方法 排出容器 

もやすごみ 週２回 

ステーション方式 

指定袋 

空きかん 月２回 指定袋 

空きびん 月２回 指定袋 

金属・有害ごみ 月２回 指定袋 

瓦・陶磁器 月２回 指定袋 

ペットボトル（※１） 月１回 指定袋 

束ねるごみ（可燃物） 週２回 収集券 

束ねるごみ（不燃物）（※２） 月１回 収集券 

粗大ごみ（※２） 月１回 収集券 

   （※１）令和６年８～９月は月２回の回収とする。 

   （※２）令和６年８～９月は回収しません。 

３） 収集しないごみ 

品   目 処理方法 

家電リサイクル法対象機器（エアコン、ブラウン管テレビ・液

晶テレビ・プラズマテレビ・有機 EL テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、

洗濯機・衣類乾燥機）、PC リサイクル対象機器（ノートパソコ

ン、デスクトップパソコン等）、タイヤ、消火器、バイク、バッ

テリー、ピアノ、浴槽（ＦＲＰ製等）、農機具、ガスボンベ、農

薬や消毒薬の容器、太陽熱温水器、廃油、中身の入っている缶

やびん、その他処理困難なもの又は処理に危険を伴うもの。 

購入店や販売店へ相

談するか専門の処理

業者に依頼する。 

（家電４品目について

は、家電リサイクル法に

基づく処理を行う。） 

一時的に多量に出る引越、大掃除、庭木の剪定等に伴うごみで、

収集作業に支障を生じるもの。 

市が指定する処理施

設に直接搬入する。 

 

４） 収集日程 

別途作成の「令和６年度ごみと資源物カレンダー」に掲載して実施する。 
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５） し尿、浄化槽汚泥収集形態  

収集運搬は、許可業者によって行う。 

① 収集頻度・方法等     

区 分 収集頻度 収集方法 

し尿 概ね月１回 戸別収集 

浄化槽汚泥 年１回以上 戸別収集 

 

６ 処理施設の概要 

１）ごみ 

① 可燃物 

区   分 施 設 の 概 要 

施 設 名 県央県南クリーンセンター 

事 業 主 体 県央県南広域環境組合 

所 在 地 諫早市福田町１２５０番地 

処 理 方 式 ガス化改質方式 

処 理 能 力 ３００ｔ／２４ｈ（１００ｔ／２４ｈ×3炉） 

発 電 方 式 ガスエンジン 

発 電 能 力 １，５００ｋＷ×５基 

対 象 ご み 可燃ごみ 

     

② 不燃物 

区  分 施 設 の 概 要 

施 設 名 県央不燃物再生センター 

事 業 主 体 県央地域広域市町村圏組合 

所 在 地 諫早市小豆崎町８９番地４ 

処 理 方 式 選別・圧縮方式 

処 理 能 力 ３０ｔ／５ｈ 

対 象 ご み 資源ごみ、不燃ごみ、不燃性粗大ごみ 

       

③ 生ごみ 

区  分 施 設 の 概 要 

施 設 名 森山資源リサイクルセンター 

事 業 主 体 諫早市 

所 在 地 諫早市森山町唐比西１５４ 

処 理 方 式 縦型密閉式強制発酵方式 

処 理 能 力 ８ｔ／日（生ごみ１ｔ/日） 

対 象 ご み 畜糞、生ごみ、集落排水汚泥、伐採樹木 
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④ ペットボトル 

収集したペットボトルについては、容器包装リサイクル法に基づき分別基準適合化物

とするため、財団法人日本容器包装リサイクル協会が指定する事業所に搬入する。 

 

⑤ 最終処分場 

区  分 施 設 の 概 要 

施 設 名 諫早市一般廃棄物最終処分場 

事 業 主 体 諫早市 

所 在 地 諫早市小豆崎町２６番地 

埋 立 方 式 セル方式 

埋 立 容 量 ３１，２００㎥ 

残 余 容 量 ７，９０３㎥（令和５年度末現在） 

水処理方式 接触ばっ気方式 

処 理 能 力 ３５㎥／日 

対 象 ご み 瓦、陶磁器、処理後の不燃物、土砂類 

 

⑥ し尿及び浄化槽汚泥  

区  分 施 設 の 概 要 

施 設 名 新倉屋敷クリーンセンター 

事 業 主 体 諫早市 

所 在 地 諫早市仲沖町２１８番地１ 

処 理 方 式 高負荷脱窒素処理方式＋高度処理 

処 理 能 力 １３３ｋｌ／日 

処 理 地 域 諫早地域、多良見地域、森山地域、飯盛地域、高来地域、小長井

地域 

備 考 

・平成２３年度に衛生センターを休止し、市内で発生する 
し尿及び浄化槽汚泥を全量受け入れることとなった。処 
理能力１３３ｋｌ／日を超える分については、希釈後公 
共下水道に排出。 

・平成２７年度には高度処理施設を一部休止し、処理水に 
ついても全量公共下水道に排出。 

・処理の過程で発生した余剰汚泥をコンポスト設備で堆肥 

化し、農家や家庭に配布。 
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７ 排出抑制・資源化計画 

一般廃棄物処理基本計画に基づき、ごみ減量化及び資源化の推進を図るため、以下の取

り組みを実施する。 

 

１）ごみ減量・リサイクル意識の啓発 

① 環境学習・環境教育の充実 

地区別懇談会・出前講座の開催やエコフェスタ等のイベントを利用した環境学習及び 

環境教育の推進を図る。 

② 情報提供の推進 

市報、ＦＭいさはや、有線テレビ等各種媒体を通じてごみの排出抑制、分別徹底、再 

生利用、適切なごみの出し方に関する啓発活動に取り組む。 

  ③ ごみ減量化の啓発活動 

生ごみの水切り運動、３０・１０運動の推進、使い捨て商品使用の抑制等排出元での 

減量化を推進する。 

 

２）ごみの発生抑制の推進 

① マイバッグ運動の展開 

レジ袋の削減を図るため、婦人会・生活学校との連携及び商工会議所、商工会、関係 

事業所等と協議し、ごみ減量を図る。市職員へマイバックを持参し買い物するよう周知 

する。 

② 事業所等による簡易包装、トレイ等の店舗回収の推進 

 

３）資源物のリサイクル推進  

① 資源物回収活動 

自治会や子ども会等の住民団体によって行われる集団回収やステーション回収に対 

して再資源化奨励補助金を交付することにより古紙等の資源物回収を推進する。 

＜諫早市再資源化奨励補助金＞ 

 

 

 

 

 

② 資源物回収を推進するため、リサイクル推進員の拡充により啓発の強化を図る。 

 

 

 

区  分 
補  助  額 

集団回収 ステーション回収 

回 収 団 体 ５円／ｋｇ ２円／ｋｇ 

引 取 業 者 １円／ｋｇ １円／ｋｇ 
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③ 集団回収のない地域や家庭の事情等で長期保管が困難な場合に持ち込める「資源物ス 

トックハウス」を維持管理し、古紙等の資源物回収の促進を図る。 

＜源物ストックハウス：21箇所＞ 

区 分 設置場所 開放日 回収品目 

諫早地域（９箇所） 

市役所 

西諫早ふれあい会館 

長田みのり会館 

小野ふれあい会館 

本野ふれあい会館 

真津山出張所 

真津山出張所分室 

有喜ふれあい会館 

小栗ふれあい会館 

野中町ストックハウス 

毎 日 

新聞（折込チラシ含む） 

雑誌・雑がみ 

段ボール 

多良見地域（２箇所） 
多良見支所 

多目的研修館 
毎 日 同 上 

森山地域（１箇所） 森山支所 毎 日 同 上 

飯盛地域（２箇所） 
飯盛支所 

田結出張所 
毎 日 同 上 

高来地域（４箇所） 

高来支所 

高来西ゆめ会館 

高来公民館宇良分館 

高来西公民館深海分館 

毎 日 同 上 

小長井地域(２箇所) 
小長井支所 

小長井長里グラウンド 
毎 日 同 上 

※開放時間は９時から１７時までとする。 

 

④ 生ごみの自家処理の推進を図るため、家庭用生ごみ処理機器購入補助金を交付する。 

＜諫早市家庭用生ごみ処理機器購入補助金＞ 

種       類 補 助 率 

生ごみ処理容器 購入費の１／２ 

電気式生ごみ処理機 
基準を満たすもの 購入費の１／３ 

それ以外のもの 購入費の１／４ 

   ※基準を満たすもの：グリーン購入法に基づくもの。補助額の上限は４万円とする。  
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⑤ 事業所における資源物回収については、事業所のグループ化を図ることによって拠点 

集積場の設置など排出と回収活動の利便性を図り、資源物回収の推進を図る。 

 

⑥ 小型家電リサイクル 

    使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律（小型家電リサイクル法）が、 

   平成 25 年 4 月 1 日から施行されたことに伴い、本市では当面、通常の収集（金属・有

害袋）による回収を行い、不燃物再生センターにおいて対象品目の選別（ピックアップ

式）による資源化を実施する。 

    また、令和5年 8月から本庁及び支所の１階ロビーに小型家電回収ボックスを設置し、

回収を行っている。 

 

Ⅴ 生活排水処理に関する計画 

生活排水処理施設の整備に関する計画は、次のとおりとする。 

（所管課：上下水道局経営管理課） 

 

１ 生活排水の処理に関する計画（単位：人） 
 

項       目 令和６年度 

行   政   人   口 １３１，４２８ 

供   用   人   口 １２８，６２１ 

接   続   人   口 １１２，９７７ 

 

２ 生活排水の処理形態別内訳（単位：人） 
   

区           分 令和６年度 

 行 政 人 口 １３１，４２８ 

  生活排水処理人口（接続人口） １１２，９７７ 

    公 共 下 水 道 人 口 ７８，０２２ 

    農業・漁業集落排水施設人口 １３，１８８ 

    コ ミ ュ ニ テ ィ ・ プ ラ ン ト 人 口 ０ 

    浄 化 槽 人 口 ２１，７６７ 

  生 活 排 水 未 処 理 人 口   １８，４５１ 

※用語の定義 

諫早市一般廃棄物処理基本計画では、用語の定義を次のとおり定めている。 

供用人口：計画区域のうち、公共下水道等の整備が完了している区域の人口 

接続人口：計画区域のうち、公共下水道等に接続している人口 
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３ 処理施設の概要 

別表１及び別表２のとおり 

 

４ 浄化槽設置費補助 

所定の区域において浄化槽を設置する者に対して補助金を交付する。 

（所管課：上下水道局経営管理課） 

浄化槽設置費補助計画 

規 模 補助計画 

５人槽 ４３基 

６人槽及び７人槽 ５６基 

８人槽以上  ６基 

 

５ 生活排水対策に関する意識啓発 

生活排水対策に関する意識啓発を行うための実施計画は、次のとおりとする。 

１）啓発イベント等の開催 

  廃食油を用いた石鹸づくり講習会の開催（年４回） 

  環境啓発イベント「いさはやエコフェスタ」を開催する。（１０月） 

 

２）広報誌への記事掲載 

  生活排水対策啓発に関する記事を適時、広報いさはやに掲載する。 

 

３）ポスター、絵画の募集 

  小中学生を対象に募集し、優秀作品については表彰する。 

 

４）水生生物調査の実施 

  小中学生を対象として夏季～秋季の期間に実施予定 
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別表１　公共下水道の全体計画

大村湾

（諫早） 飯盛 田結 高来

1,251.0 (※1,360.6) 1,177.0 353.2 (□362.4) 131.0 68.0 291.0 166.0 (◇187.7)

995.0 (※1,104.6) 1,059.7 353.2 (□362.4) 107.0 68.0 291.0 166.0 (◇187.7)

743.5 (※853.1) 739.7 318.0 (□327.2) 51.2 66.2 261.4 161.0 (◇182.7)

38,700 (※44,050) 27,600 11,300 (□12,030) 3,400 1,000 6,400 1,740 (◇2,400)

41,200 (※46,550) 30,400 12,600 (□13,330) 3,200 1,200 7,500 2,540 (◇3,200)

38,769 (※41,503) 27,988 12,201 (□12,710) 1,881 1,175 6,351 2,669 (◇3,206)

S48.4.1 H26.3.31 H20.3.31 H16.3.31

S45～R22(予定) H23～R22(予定) H15～R22(予定) H9～R22(予定)

飯盛浄化センター 田結浄化センター 高来浄化センター

全体 1,800 1,130 3,200

事業 1,800 1,130 3,200

江ノ浦川 橘湾 馬渡川

※：農業集落排水処理施設の本野地区及び小野島・川内・宗方地区を含む。

□：農業集落排水処理施設の大草地区を含む。

◇：農業集落排水処理施設の田原地区を含む。

東大川放流先

令和6年3月31日現在

R6.3末

供用開始年月日

　　　　　　　　　　　　　　処理区
　　　項目

処理能力
(㎥/日　最大)

浄化センター

特定環境保全公共下水道

処理区
面積
(ha)

人口
(人)

全体計画

事業計画

R6.3末

大村湾

（多良見）

全体計画
（令和22年推計人口）

事業計画
（令和11年推計人口）

諫早湾

H6.10.1

事業期間（着工から）

H12.3.31

H6～R22(予定)

流域下水道
（大村湾南部浄化センター）

28,100

29,400

半造川

27,550

27,550

諫早中央
浄化センター

S57～R22(予定)

小長井

有明海

2,000

2,000

小長井
浄化センター

H8～R22(予定)

H15.3.31
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別表２　農業（漁業）集落排水処理施設の整備実績及び整備計画

小ヶ倉 長田 赤崎・黒崎 本明・目代 長田東部 本野
小野島・川内・宗

方
有喜・松里 唐比

6.0 38.1 42.7 49.4 34.0 47.4 62.2 49.0 22.3

200 2,150 2,070 2,230 2,330 2,850 2,500 2,800 1,310

50 401 383 613 504 684 708 712 276

6.0 38.1 42.7 49.4 34.0 47.4 62.2 49.0 22.3

115 1,132 820 1,150 1,101 1,317 1,417 1,072 492

50 500 368 556 461 592 635 607 236

H6.5.2 H9.8.1 H12.5.1
H13.7.1

(全面H15.6.1)
H14.7.1

(全面H15.7.1)
H19.3.31

(全面H20.3.31)
H21.3.31

(全面H23.3.31)
H28.3.31

（全面R2.3.31）
H9.4.1

(全面H9.12.1)

H3～H6 H5～H9 H8～H12 H9～H15 H11～H15 H14～H19 H17～H22 H24～R1 H5～H9

小ヶ倉
ｸﾘｰﾝﾊｳｽ

長田
ｸﾘｰﾝﾊｳｽ

赤崎・黒崎
ｸﾘｰﾝﾊｳｽ

本明・目代
ｸﾘｰﾝﾊｳｽ

長田東部
ｸﾘｰﾝﾊｳｽ

公共接続
(諫早中央)

公共接続
(諫早中央)

有喜・松里
地区浄化ｾﾝﾀｰ

唐比ｱｸｱ
ﾘﾌﾚｯｼｭｾﾝﾀｰ

処理能力(㎥/日) 54 581 559 602 629 － － 756 354

放流先 小ヶ倉川 段堂川 農業用排水路 本明川 農業用排水路 半造川 半造川 有喜川 農業用排水路

令和6年3月31日現在

計画面積（ha)

計画処理人口(人)

計画処理戸数(戸)

供用開始面積(ha)

供用開始人口(人)

供用開始戸数(戸)

　　　　　　　　　　　　　地区
　　項目

供用開始年月日

事業期間(着工から)

終末処理場
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別表２　農業（漁業）集落排水処理施設の整備実績及び整備計画

上名 下名・慶師野 田尻・杉谷 本村・万灯 山口 古場 遠竹 田原 伊木力・元釜 大草

14.1 38.0 42.2 37.4 16.6 10.1 15.8 21.7 50.5 9.2

670 1,220 2,320 1,850 910 410 810 660 2,300 730

193 333 585 356 156 113 215 150 514 239

14.1 38.0 42.2 37.4 16.6 10.1 15.8 21.7 50.5 9.2

438 746 1,284 873 321 214 351 537 1,075 509

197 326 573 373 131 99 149 267 477 234

H9.4.1
(全面H9.11.1)

H9.12.1
(全面H11.3.30)

H10.4.1
(全面H11.3.30)

H11.3.30
(全面H11.9.21)

H14.7.1 H19.3.31 H19.3.31 H20.3.31
H23.3.31

(全面H25.3.31)
R3.3.31

(全面R4.3.31)

H5～H9 H6～H10 H6～H10 H6～H11 H10～H14 H15～H19 H14～H19 H15～H19 H19～H24 H28～R3

上名ｱｸｱ
ﾘﾌﾚｯｼｭｾﾝﾀｰ

下名・慶師野ｱｸｱ
ﾘﾌﾚｯｼｭｾﾝﾀｰ

田尻・杉谷ｱｸｱ
ﾘﾌﾚｯｼｭｾﾝﾀｰ

本村・万灯ｱｸｱ
ﾘﾌﾚｯｼｭｾﾝﾀｰ

山口地区
浄化ｾﾝﾀｰ

古場地区
浄化ｾﾝﾀｰ

遠竹地区
浄化ｾﾝﾀｰ

公共接続
(小長井)

伊木力・元釜
地区浄化ｾﾝﾀｰ

公共接続
（大村湾南部）

処理能力(㎥/日) 181 330 627 500 246 111 219 － 621 －

放流先 農業用排水路 農業用排水路 農業用排水路 農業用排水路 江ノ浦川 田結川 有明海 有明海 伊木力川 東大川

供用開始面積(ha)

供用開始人口(人)

供用開始戸数(戸)

供用開始年月日

令和6年3月31日現在 

事業期間(着工から)

終末処理場

計画面積（ha)

計画処理人口(人)

計画処理戸数(戸)

　　　　　　　　　　　　　地区
　　項目

 


